
防府市

～自らの命は自ら守る～

令和元年改訂

リーフレット防災

平成28年度防府市総合防災訓練（富海小学校） 平成29年度防府市総合防災訓練（玉祖小学校）

平成30年度山口県総合防災訓練（潮彩市場西側広場） 令和元年度佐波川総合水防演習（佐波川左岸河川敷）
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市では、地震、津波、台風、大雨などによる被害を最小限にするため、防災対策をすすめて
います。しかし、災害はいつどこで発生するかわかりません。被害を最小限におさえるため
にも、市民の皆様には、日頃からしっかりとした防災意識を持って事前に対策を考えていた
だくことが必要です。
この防災リーフレットは、防府市で発生した災害や近年各地で発生した災害を教訓として、
日頃から備えておくべきポイントをまとめています。この防災リーフレットを活用し、日頃
から家庭・学校・職場などで防災について話し合い、発災時には安全に避難できるようにして
おきましょう。

リーフレットの使い方について

お問い合わせ先
防府市役所1号館2階　
総務部防災危機管理課　☎0835-25-2115

目　　　次

防災マップの活用方法などを掲載しています。防災マップ（ハザードマップ）とは

緊急時の連絡先、備蓄品、避難、情報収集・伝達など、災

害全般についての対策をまとめています。
編共 通

地震・津波からの避難対策、日頃からの備えについてま

とめています。
編波地 震 津

台風・大雨からの避難対策、日頃からの備えについてまと

めています。
編害風 水

けがをしたときの応急手当の方法や心肺蘇生法などを掲

載しています。
編当応 急 手

火災への日頃からの備えや消火方法などを掲載してい

ます。
編火 災
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住民同士が協力して

地域の防災力を

高めよう

災害時の被害を最小限に抑えるためのキーワードとして、「自助」「共助」「公助」という言葉が良く使
われます。自助とは、いざというとき自分や家族の命と財産を守るために、住民、企業が自らを守るた
めに備えることです。共助とは、地域社会の被害を減らすために地域が一丸となって助け合うことです。
公助は、行政が担う総合的な防災対策などを指しています。
災害の発生を防ぐことはできませんが、これらの自助、共助、公助が連携し、効果的に機能すれば、被
害を減らすことは可能です。以下にあげるポイントを理解し、災害に備えましょう。

自助・共助・公助

共 助共 助
自主防災組織等の地域社会が

協力して災害から守る

公 助
市や県、国、防災関係機関が

住民等を災害から守る

自 助
住民、企業が

自らを災害から守る

いざというときのために、日頃から避難に必要なものを整理し、避難の手順について話し合っておき
ましょう。また災害の危険性が想定された場合には、情報を入手して、早めの避難を心がけましょう。

避難の心得

集団で避難
単独での行動は避け、近所の人たちと集団で

決められた場所へ避難しましょう。

安全なルートで避難
川べり、地下歩道などは避け、できるだけ安全

な広い道を選びましょう。

避難所では指示に従いましょう
避難所に着いたら係の人の指示に従い、住

所、氏名などを記載しましょう。

連絡メモを残そう
外出中の家族には「どこどこへ避難する」と

いったようなメモを残しておきましょう。

防災メモを持とう
住所・氏名・連絡先などを記載した防災メモを

用意し、身につけて避難しましょう。

車での避難は控えて
車は、約30㎝の浸水で走行困難になります。

車での避難は控えましょう。

持ち出し品は最小限に
非常持ち出し品はリュックサックにまとめ、両

手が自由に使えるようにしましょう。

ペットの避難
避難する際は、リードやケージを使ってペット

も一緒に避難させましょう。

●地域防災の重要性を理解する

●防災訓練の意義を理解し、参加する

●自主防災組織の意義・役割を理解し、

参加する

●避難行動要支援者を支える意義を理

解し、支援を実施する

●家の中や家の周囲を安全にする

●非常持出品、備蓄品を準備する

●さまざまな災害の危険性を理解する

（防災マップ等の活用）

●家族会議などで災害時の対応や連絡方法

を決めておく

●日頃からペットをケージに慣れさせておく

●風呂の水は生活用水として利用するため、

捨てないで溜めておく

●避難所への安全な行き方を確認しておく

自助のポイント 共助のポイント
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市では、災害の危険が高まり避難が必要となる場合には、災害の状況に応じて3段階に分けて避難情
報を発令します。どの情報かを確認し、適切な行動をとってください。

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

※1　災害が実際に発生していることを
把握した場合に、可能な範囲で発令

※2　地域の状況に応じて緊急的又は
重ねて避難を促す場合等に発令

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思われ
る場合は、近くの安全な場所や、自宅内のよ
り安全な場所に避難しましょう。

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害の
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難をし
ましょう。その他の人は、避難の準備を整え
ましょう。

※警戒レベル1、2は、気象庁から発表される防災気象情報（注意報等）です。

市から発令される避難情報と、避難行動等

警戒レベル

全員避難

高齢者等は避難

警戒レベル5

警戒レベル4

警戒レベル3

避難行動等 避難情報

災害発生情報※1

※2
避難勧告
避難指示（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

〔市が発令〕

〔市が発令〕

〔市が発令〕

災害では早めの避難が重要です。ただし、すでに避難経路が浸水しているなど、危険が間近に迫って
いる状況での無理な避難行動はできるだけ避けなければなりません。そのような場合は、避難場所への
移動（立退き避難）だけでなく、近隣ビルの高層階や自宅の最上階といった高い場所への移動（垂直避
難）を行い、救助を待つという判断も必要です。

命を守る最善の行動

●夜間や急激な降雨で避難路上の危険箇所がわかりにくい。

●ひざ上まで浸水している（50cm以上）。

●浸水は20cm程度だが、水の流れる速度が速い。

●浸水は10cm程度だが、用水路などの位置が不明で転落のおそれがある。

●津波が迫っていて、安全な高台に避難できない。

例えば下記のような場合、屋外への移動は危険です!

避難場所への避難（立退き避難） 高所への避難（垂直避難）危険な避難

浸水による建物倒壊の危険がないと判

断される場合には、自宅や近隣建物の

最上階へ緊急的に一時避難し、救助を

待つことも検討してください。

垂直避難を行ってください
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●避難場所とは、「切迫した災害の危険から命を守るために避難する場所」です。災害対策基本法は、市
区町村長は、洪水、津波などの災害の種類ごとに安全性の確保された「指定緊急避難場所」を指定しな
ければならないと定めています。
●避難所とは、「災害によって住宅を失った場合などに、一定期間避難生活をする場所」です。避難者を
収容する適切な規模を持つなどの基準に適合する公共施設等が「指定避難所」に指定されます。

避難場所と避難所の違い

すぐに避難する場所

市が指定する避難場所・避難所

地域や自治会等が指定する避難場所

指定緊急避難場所のうち、公民館等を指定しています。 頻繁に見られる局所的集中豪雨のように突発

的な異常気象の場合には、市からの避難情報が間に合わないケースもあります。 身の危険を感じたら、

決められた避難場所へ自主的に避難しましょう。 なお、自主避難される場合は、事前に市防災危機管理

課へ連絡して下さい。 　　　　　　　　　　　　　　　　※ご利用の際は、必要品（食料・毛布等）をお持ちください。

災害発生、または発生するおそれがある場合に避難する場所で、洪水や津波など、

災害事象ごとに指定した施設です。

指定緊急避難場所

自主避難場所 早い段階で、自主的に避難する場所

すぐに避難する場所

一定期間避難滞在をする場所

指定避難所のうち、高齢者、障害者、乳幼児等の要配慮者が滞在する施設です。

災害の危険性があり避難した住民等や、災害により家に戻れなくなった住民等が、一

定期間滞在する施設です。

指定避難所

市が指定する指定緊急避難場所までは遠いなどの理由から、まずは近くで安全を確

保するため、自治会や自主防災組織等が定める一時的な避難場所です。

地区一時避難場所

福祉避難所

避難場所・避難所について
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災害・防災に関して、多様な手段による情報提供を行っています。
災害・防災に関する情報提供

●情報伝達の流れ

市
民
の
み
な
さ
ん

防

府

市

（災
害
対
策
本
部
）

電話・ファクス

広報車

緊急速報メール

ホームページ・防災メール

防災行政無線

報道（テレビ・ラジオ）気象情報

防災行政無線
ＦＭわっしょい

７７.３ＭＨｚ
電話・FAX配信サービス

自治会・

要配慮者利用施設への連絡
広報

防府市防災気象

情報システム
防府市メールサービス 緊急速報メール

防府市

ＦＭわっしょい ７７.３ＭＨｚ

FMわっしょい（77.3MHz）の放送を利用し、防災情報等をお知らせします。

緊急告知防災ラジオ
ＦＭわっしょい（77.3MHz）の電波又は、山口ケーブル

テレビの伝送路（別途接続が必要）を利用し、災害時

や緊急時に市から防災行政無線で防災情報や緊急情

報を放送した際、自動起動し、その内容を最大音量で

放送するラジオです。

●平時は、ＡＭ・ＦＭラジオとしても使用できます。

●ラジオ使用中でも、電源OFFの状態でも防災行政無

線の放送を受信し、自動起動します。

■1台　2,000 円

次のいずれかに該当する世帯または施設は無償配布

・障害者手帳の交付を受けた障害者がいる世帯

・要介護1以上の認定を受けた在宅生活者がいる世帯

・75歳以上の人のみで構成される世帯

・要配慮者利用施設（有床の医療機関を含む）

※2台目以降の配布は有償

■市内の一般世帯、事業所など配布対象

費用負担

【緊急告知防災ラジオのお申込み・お問合せ先】 
防府市役所1号館2階
総務部防災危機管理課

☎ ０８３５-２５-２1１５

全員避難

高齢者等は避難

警戒レベル5

警戒レベル4

警戒レベル3

災害発生情報

避難勧告
避難指示（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始
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災害時における避難情報や国民保護計画による緊急情報等を、サイレンと併せて放送します。
荒天時などで聞き取りにくい場合は、テレビやラジオからの情報も確認してください。

防災行政無線による情報伝達体系

●市が避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）を発令するときは、屋外のスピーカーと緊急告

知防災ラジオ、戸別受信機（主な避難場所や学校等に配備）に、サイレンの音で10秒間を5回鳴らした後、内容

等を伝達します。

●津波警報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報等の国が全国瞬時警報システムを用いて送信する緊急情報を防

災行政無線を介して伝達します。

防災行政無線

放送

内容

全国瞬時警報システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）

防災行政無線

●避難勧告、避難指示（緊急）（発令ごとに随時放送）

●災害情報など（災害による注意喚起情報）

●国道262号などの通行止め情報

●全国瞬時警報システム（J-ALERT）から伝達される緊急地震速報、地

震・津波情報など

●緊急地震速報　●地震・津波情報　

●弾道ミサイル情報など 国

防府市役所

屋外拡声子局
（市内一円）

戸別受信機
（主な避難場所や
  学校など）

緊急告知
防災ラジオ
（一般世帯・事業所など）

防災行政無線定時放送 戸別受信機・緊急告知防災ラジオ

市では、災害時などの重要なお知ら
せを伝えるための防災行政無線や緊
急告知防災ラジオの動作確認を兼ね
た定時放送を実施しています。

テレフォンサービス
防災行政無線で放送した内容が電話で確認できます。

（放送確認可能期間 ： 放送から3日間）

毎月第4火曜日正午頃から5分の間

防災行政無線戸別受信機、緊急告

知防災ラジオから音声による放送を

実施

屋外拡声子局

【とき】

【方法】

【とき】

【方法】

災害時には、広報
車で避難情報や災
害情報などをお知
らせします。　

広報

防府市防災気象情報システム

●避難勧告等の避難情報を発令する場合や、災害が発生するお
それがある場合など、当該地域の自治会長に、電話連絡します。

●土砂災害が発生するおそれがある場合、土砂災害警戒区域内
の要配慮者利用施設に対し、FAX 等により情報伝達します。

自治会・要配慮者利用施設への連絡

●防府市防災気象情報アドレス

市では、災害への備えや初動時の判断に必要とな
る防災気象情報・災害時などの緊急情報をイン
ターネットで公開しています。

http://www.micosfit.jp/hofu/

http://www.bousai-mail.jp/hofu/mobile/

毎週火曜日　午後5時

屋外拡声子局スピーカー

から1分間程度の音楽放

送を実施

0800-200-2446
IP電話不可 IP電話対応

0800-200-2447
＊通話料無料



事前に登録された電話・FAXに避難情報等を自動で配信します。
登録は無料で通信料も無料です。

災害・避難情報を防府市内におられる方のスマートフォン・携帯電話に一斉配信します。
登録は不要で料金も無料です。

電話・FAX配信サービス

緊急速報メール
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地震や洪水などの大規模災害発生時は、電話利用が急激に増加し、電話がつながりにくい状況が数日
間続くことがあります。このような場合は、「災害用伝言ダイヤル」・「災害用伝言板サービス」・「災害用
ブロードバンド伝言板（web171）」が開設されます。

災害用伝言サービス

携帯電話やインターネットメールを利用し、防災情報や気象情報を配信します。登録は無料です。

防府市メールサービス

災害用伝言板

メッセージの

登  録

メッセージの

確  認
安否状況を確認したい相
手の携帯番号を入力して
検索します。

伝言・安否状況等を入力し
ます。

安否状況の 確  認安否状況の 確  認

安否状況の 登  録安否状況の 登  録

このサービスは、大規模な災害が発生した場合、「声の
伝言板」（安否情報）の役割をする電話サービスです。被
災地内とその他の地域の人々との間などで、伝言の登
録・再生をすることができます。

災害用伝言ダイヤル

携帯電話を使って被災者は安否状況の伝言を登録し、
外部の人がその伝言を確認できます。携帯電話のトッ
プメニューから「災害用伝言板」を開き、伝言の登録・確
認を行います。

災害用伝言板サービス

インターネットを利用して被災者の安否確認を行う伝言板です。伝言情報の登録・閲覧が可能です。

災害用ブロードバンド伝言板（ｗｅｂ１７１）

１ ７ １ をダイヤル

１ を押す

伝言を録音する

１ ７ １ をダイヤル

２ を押す

伝言を再生する

被災地内の方も、被災地以外の方も被災地内の方も、被災地以外の方も

被災地の方の電話番号を「市外局番」からダイヤルしてください

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

左記URLへアクセスし、
案内に従って操作してください。

毎月1日・15日、正月三が日、および防災週間、

防災とボランティア週間
体験利用日

伝言の録音方法 伝言の再生方法

登録方法

❶メールアドレス（e-hofu@xpressmail.jp）に、件名・本文を入力せ
ずにメールを送信してください。
❷返信メールに記載されたアドレス（URL）へインターネット接続し
ます。
❸案内に従って操作・登録してください。

登録用メールアドレス

※利用料は無料ですが、メール受信時に

かかる各携帯電話会社所定の通信費用

は、利用者のご負担となります。

※携帯電話の迷惑メール対策設定をされ

ている方は、xpressmail.jpドメインから送

信されたメールを受信できるように設定

してください。

対象者

75歳以上の方
身体障害者手帳
（視覚・聴覚）をお持ちの方

電話・FAX 配信サービスのお申し込み・お問合せ先

防府市防災危機管理課　0835-25-2115
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自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分たちで守る」という、地域住民の連携に基づき、結成され
る防災組織のことです。自主防災組織は、災害発生時に、お互いの身を守るため、平時からの防災訓練
を含めた防災活動を行います。

災害時に効果的な活動ができるよう、地域住民が防災に関する正しい知識を共有し、各家庭で災害に
備えるなど、地域全体が一体となり自主防災活動へ取組むことが重要です。

自主防災組織の役割

自主防災組織を結成する場合、または、今後、自主防災組織の結成を検討される場合は、市防災危機
管理課までご連絡をお願いします。なお、自主防災組織の認定には届出が必要です。

自主防災組織の届出

結成事業補助金

整備事業補助金

活動事業補助金

自主防災組織として認定された団体の運営や活動を支援するための補助金制度を設けています。

自主防災組織の結成に要した経費に対する補助金

防災資機材等を整備する事業に対する補助金

防災訓練や講演会等、活動を実施する事業に対する補助金

自主防災組織育成事業補助金制度について

防府市役所1号館2階 総務部防災危機管理課 ☎0835-25-2115自主防災組織に関するご相談・お問合せは…

●初期消火活動

地震の時の出火防止、火災が拡大するまでの初期消

火、消防隊が到着までの延焼拡大防止。

●避難誘導

正確な情報による安全な避難経路を経由した住民避

難誘導。　※避難行動要支援者（高齢者、障害者などの支

援を要する方）を優先。

●救出・救援活動

負傷者の救出や応急手当の実施、重傷者の病院搬送。

●避難行動要支援者への支援

避難行動要支援者への情報提供・避難支援。

●情報収集・伝達活動

防災関係機関・地域内の情報収集・伝達。

●避難所運営支援

避難場所での食料・飲料水、救援物資の配給、炊出し。

災害時の活動例

●防災知識の普及

防災講演会の開催、防災チラシの発行など。

●地域の危険箇所等の把握

災害危険箇所・防災上有効な施設の把握、地域防災

マップの作成など。

●防災訓練

情報伝達・避難、避難場所開設・運営、初期消火、応

急手当、給食・給水訓練など。

●防災資機材の整備

防災活動で必要となる資機材の整備や確認など。

●避難行動要支援者への支援

高齢者、障害者など災害時に支援を要する方の事前

把握・支援計画の作成。

●防災に関する地域のコミュニケーション

日頃からの声かけ、要配慮者への支援体制の確立。

日常の活動例
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自主防災組織の立ち上げや活動を支援するため、依頼があれば支援協力員を派遣し、事例の紹介や、
助言など活動のお手伝いをします。

自主防災組織等支援協力員

避難行動要支援者とは、年齢や障害、言葉の違いなどによって災害発生時の対応に何らかのハンデを
負っている人々のことです。一般に高齢者や障害者、乳幼児や妊産婦、日本語を十分理解できない外国
人の方々などが該当します。地域で協力しあいながら、近所の高齢者、障害のある方などの安否確認、
避難施設への移動を支援しましょう。

避難行動要支援者

市では、防府市地域防災計画に「名簿に掲載す
る者の範囲」や「名簿情報の内容」などを定め、生
活の基盤が施設等ではない避難行動要支援者の
名簿（防府市避難行動要支援者名簿）を作成しま
した。
災害が発生し、又は発生するおそれがある場合
において、避難支援等の実施に必要な限度で、民
生委員・児童委員、自主防災組織及び自治会その
他避難支援等の実施
に携わる関係者（避難
支援等関係者）に対し、
この名簿に記載・記録
された情報を提供する
ことになります。

市では、防府市避難行動要支援者名簿の提供
に関する条例に基づき、避難支援等関係者に平
常時から名簿情報を提供することについて、名簿
掲載者のうち、同意があった方の名簿（同意者名
簿）を作成します。災害に備え、避難支援等関係
者と協定（守秘義務が発生することや個人情報の
取扱いなど）を締結するなど、対策を講じた上で、
同意者名簿を提供し、避難行動要支援者の避難
支援等の構築を推進します。

避難行動要支援者名簿について

肢体の不自由な方（車椅子）

●階段では2人以上が必要。上りは前向

き、下りは後ろ向きにして移動する。

●介助者が1人の場合、ひもなどを用意

し、おぶって避難する。

目の不自由な方

●声をかけ情報を伝える。

●誘導する場合は、杖を持った方の手

には触れず、ひじのあたりを軽く持っ

てもらい、半歩手前をゆっくり歩く。

耳の不自由な方

●話すときは、口をハッキリと開け、相手

にわかりやすいようにする。

●手話、筆談、身振りなどの方法で正確

な情報を伝える。

高齢者・病人

●おぶって安全な場所まで避難する。

●複数の介助者で対応する。

“聞いて得するふるさと講座”でも防災に関する講座を行っておりますのでご相談ください。

防府市役所1号館1階
健康福祉部高齢福祉課　☎0835-25-2527

防府市避難行動要支援者名簿に関するお問合せは…

避難行動要支援者名簿の作成 平常時の名簿情報の提供
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下記のような場合、気象庁から「注意報」「警報」が発表されます。さらに、警報の発表基準をはるかに
超える豪雨等が予想され、重大な災害の危険性が著しく高まっている場合、「特別警報」が発表され、最
大限の警戒を呼び掛けます。　※「特別警報」が発表されない場合でも、甚大な被害が発生する可能性があります。

大雨・洪水に関する注意報・警報

主な風水害の種類は次のとおりです。山間部では土砂災害、海岸部では高潮のおそれがあります。
風水害の種類

「洪水」は、全国約400の河川において指定河川洪水予

報を発表しているため、特別警報の設定はありません。

大雨・洪水注意報

大雨により、浸水災害や土砂災害など

が発生するおそれがあると予想した

ときに発表。

大雨、長雨、融雪などにより、河川の

増水や氾濫、堤防の損傷や決壊によ

る災害が発生するおそれがあると予

想したときに発表。

大 

雨

洪 

水

災害が発生するおそれがある

大雨・洪水警報

大雨により、重大な浸水災害や重大

な土砂災害などが発生するおそれが

あると予想したときに発表。

大雨、長雨、融雪などにより、河川の

増水や氾濫、堤防の損傷や決壊によ

る重大な災害が発生するおそれがあ

ると予想したときに発表。

大 

雨

洪 

水

重大な災害が発生するおそれがある

大雨特別警報

台風や集中豪雨により数十年に一度

の降雨量となる大雨が予想され、もし

くは、数十年に一度の強度の台風や

同程度の温帯低気圧により大雨にな

ると予想したときに発表。

大 

雨

「警報」よりもはるかに高い危険度

このほか、数年に一度の猛烈な雨が観測された場合には、気象台から、「記録的短時間大雨情報」が発表されます。この情報が
発表された地域では、近くで災害の発生につながる事態が生じていることを意味しています。

がけ崩れ

土石流

土砂災害

外 水
はん濫

地すべり

川の堤防が壊れたり、堤防から水が溢れ

出したりして発生する洪水

山腹や渓流の土砂が、岩や木とともに一

気に下流に押し流される現象

強風による「吹き寄せ」と気圧低下による

「吸い上げ」で海面が上昇して浸水する災害比較的緩い傾きの斜面が広範囲ですべる現象

急ながけが一瞬で崩れる現象

強風による風圧で発生する災害

内 水
はん濫

降った雨が水路や下水道などで排水しき

れなくなることにより起こる洪水

風　害

高　潮

洪　水

このような前兆を確認したら避難しましょう
●川の近くでは、まわりの空が真っ黒になったらすぐに避難する

●雷鳴や稲妻を確認したら建物内へ避難する

●冷たい風が吹き出したら注意する

●大粒の雨やひょうが降り出したら建物内へ避難する

●雨の日に周囲より低い位置にいる場合は、高い場所へ移動する

●佐波川の近くでは、警告のサイレン音がしたらすぐに避難する
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川の水位が増え、洪水のおそれがあるとき、国土交通省や、山口県から河川のはん濫情報が防府市に
通知されるとともに、報道機関などを通じて一般に周知されます。はん濫に関する情報は危険に応じて、
水位名称と合わせて伝達されます。

河川のはん濫発生情報

洪水時の避難

国土交通省発表
山口県発表

市民のみなさん ふだんの水位

はん濫が起こる可能性がある水位

避難準備・高齢者等避難開始の発令の
目安になる水位

水防団が出動する目安になる水位

水防団が準備する目安になる水位

はん濫発生 ▶はん濫発生情報

はん濫危険水位 ▶はん濫危険情報

避難判断水位 ▶はん濫警戒情報

はん濫注意水位 ▶はん濫注意情報

水防団待機水位（発表なし）

水位名称と伝達される情報

テレビ・ラジオ
ホームページ 等

情報伝達の流れ

●雨の強さと降り方（1時間雨量）

滝のように降り、あたりが水し

ぶきで白っぽくなります。屋

内で寝ている人の半数くらい

が気づくほどの激しい雨で、

多くの災害が発生します。

土砂降りの雨。傘をさし

ていても濡れてしまうほ

どの雨です。小河川なら

はん濫、また、がけ崩れ

の心配もあります。

地面一面に水たまりが

でき、話し声が聞き取り

にくくなります。長雨に

なりそうなら警戒が必要

です。

激しい雨。 山崩れ、が

け崩れが起こりやすく

なります。 道路規制も

行われます。 避難の準

備を。

息苦しくなるような圧迫

感があります。大雨によ

る大規模な災害が発生

するおそれが強く、厳重

な警戒が必要です。

非常に激しい雨

50～80mm未満

激しい雨

30～50mm未満

強い雨

20～30mm未満

やや強い雨

10～20mm未満

猛烈な雨

80mm以上

歩ける深さは男性で

約70㎝、女性で約50

㎝。水深が腰まである

ようなら無理は禁物で

す。高所で救助を待ち

ましょう。

水面下はどんな危険

が潜んでいるかわか

らないので、長い棒を

杖代わりにして安全を

確認しながら歩きま

しょう。

裸足、長靴は禁物。紐

で締められる運動靴

がよいでしょう。

はぐれないようにお互

いの体をロープで結

んで避難しましょう。特

に子どもから目を離さ

ないように！

お年寄りや身体の不

自由な人などは背負

いましょう。幼児は浮

き袋等を使い、しっか

り安全を確認して避難

させましょう。
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傷病者に何らかの反応のない場合は、119番通報とAEDの手配をしてください。その後呼吸を確認し、
普段通りの呼吸をしていない場合は、以下の手順で心肺蘇生をしてください。

心肺蘇生法

AEDは倒れている傷病者に意識がなく、胸や腹部の動きがないなど、普段どおりの呼吸をしていない
ときに使用します。心臓への電気ショックを含めた救命の手順を音声にして指示します。

自動体外式除細動器（AED）による早期除細動

■使用方法
音声メッセージに従って操作をします。対象者に電極

パッドを貼り付けると、機器が心電図波形を自動的に

解析し、電気ショックが必要かどうかを判断・表示し、必

要な場合に限り使用者がボタンを押すことで通電され

ます。未就学児に対しては、小児用電極パッド（小児用

モード）を使用します。ただし、小児用電極パッドがなけ

れば、成人用の電極パッドを代用してください。

■設置されている場所
市役所、学校（小・中・高）、防府市

スポーツセンター、公民館、医療施

設、福祉センター、民間企業等に

設置しています。

胸骨圧迫

人工呼吸

●救助者は胸の真ん中に片方の手の付け根を置く。他方の手をその手の上に

重ねる。

●肘をまっすぐに伸ばして手の付け根の部分に体重をかけ、傷病者の胸が少

なくとも5cm程度沈むほど強く圧迫する。

●1分間に100回〜120回のテンポで30回連続して絶え間なく圧迫する。

●小児では、両手または体格に応じて片手で胸の厚みの1/3を目安として、十分に

沈み込む程度に、強く・早く・絶え間なく圧迫する（100回〜120回/分）。乳児では、

2本指で胸の厚みの1/3を目安として絶え間なく圧迫し続ける（100回〜120回/分）。

●人工呼吸の実施には気道確保が必要です。

●片手を額に当て、もう一方の手の人差指と中指の2本をあご先（骨のある硬い

部分）に当てて、頭を後ろにのけぞらせ、あご先をあげる。

●気道を確保したまま、額に当てた手の親指と人差指で鼻をつまみ、口を大きく

あけて傷病者の口を完全に覆い、空気が漏れないようにして、息を1秒かけて

吹き込む。傷病者の胸が持ち上がるのを確認する。

●いったん口を離し、同じ要領でもう１回吹き込む。

●息の吹き込みは2回までとし、すぐに胸骨圧迫を30回行う。

●この組み合わせを救急隊に引き継ぐまで絶え間なく続ける。傷病者に出血が

ある場合や、感染防護具を持っていないなどにより口対口の人工呼吸がため

らわれる場合には、人工呼吸を省略し、胸骨圧迫を繰り返し行う。



防災マップとは、地震、津波、台風、大雨などの災害が起こった場合に、どこの地域が被害にあ
う可能性があるか、また、災害が起こったらどこへ避難するのかを地図に示したものです。
また、防災マップには、災害情報に加えて指定避難所、指定緊急避難場所、警察、消防などの防
災関連施設も掲載しています。自宅・学校・職場などから、最寄の避難場所はどこかを確認しま
しょう。防災マップは、家庭や地域内での防災の取組に活用してください。

防災マップには、想定される浸水深（津波・高潮・洪水）、土砂災害について色別に表

示しています。自分が住んでいる場所に、どのような災害の危険があるかを確認してく

ださい。

自分の家の位置を確認してください１

防災マップで自分の家から近い指定緊急避難

場所および指定避難所を確認しておきましょう。

指定緊急避難場所および指定避難所を確認してください２

地域で防災について話し合う自主防災組織で、地域特有の自然災害や災害時に危険

な道路及び避難行動要支援者への対応などについて意見を出し合いましょう。また、過

去の災害のときはどのような状況があったのか検証してみましょう。

各地区の自主防災組織において、災害や避難について話し合ってください３

実際に指定緊急避難場所および指定避難所まで歩いてみて、安全で避難しやすい経

路を確認しておきましょう。夜道でも安全に避難できるように目印のある道路を選びま

しょう。

避難ルートを考えてみてください４

日ごろから防災マップをよく理解して、いざというとき

の避難をスムーズに行えるようにしましょう。

防災マップの内容を確認してください５

防災マップの活用

防災マップ（ハザードマップ）とは

わが家の指定避難所

わが家の

指定緊急避難場所

自宅
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